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第５６６回例会 Ｎｏ．２６  平成１９年２月１日（木） 晴 

■ ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸ゙  

■ 出席報告 

「君が代」「手に手つないで」 

会員４９名中３１名出席 

■ 出席率 

■ 修正出席率 

■ ゲスト 

■ ビジター 

■ バナー交換 

 

６７．３９％ 出席計算人数４６名 

１月１８日 ９５．６５％ 

岡田守功さんゲスト 吉用満洲男氏 

名古屋大須RC 加藤正樹さん 

パラオRC（仲介：吉用満洲男氏） 

退任挨拶 

会長挨拶                       安江英雄 

新そば打ち始めました。 

岡崎の農家の吉見さんの作る「そば」は北海道や東北の

寒い地方とはちがって収穫するのが遅く、今が一番そば

のおいしい時です。 

そばは、タデ科の一年性草木、標高の高い寒冷地や地

味のやせた土地でも良く育ち、古くから農山村の人々に

とっては重要な食べ物でした。今は休耕田が多く、肥沃

な土地が多くあまっていますので、そこでの栽培が味も

良く収穫も多いので、各地で栽培されています。 

しかも俗に「そば 75 日」といわれるように生育も早く、年

に 2 回収穫できるという作物、「夏そば」「秋そば」という

名称はそばの品種ではなく、収穫時期からそう呼ばれる

のです。 

そばの品種にはダッタン種と普通種の二種類があります

が、日本で栽培されているのはほとんどが普通種、原産

地は東アジアの北部、バイカル湖周辺や中国南部の雲

南省あたりとされ、わが国へは縄文か弥生時代に朝鮮

半島を経由して入ってきたとされます。 

しかしながら最近は、ダッタン種の栄養価が非常に高い

ので各地で栽培が進んでいます。 

そばが日本の文献に初めて現れたのは養老6年（722 ) 

の「続日本記」、その中に元正天皇が養老 3 年（719 ）の

詔として晩稲や大麦、小麦とともにそばも救荒食として栽

培が奨励されており、当時、すでに多くの人々に食べら

れていたと考えられます。 

そばは古くから世界各地で作られていたにもかかわらず、

ほとんどが品種改良が進んでいない、実のこぼれやす

い作物です。そばは現在、そば粉にして食べていますが、

製粉技術のなかった奈良、平安時代には、そばの表面

の黒い皮だけをむいた「そば米」を粒のまま、炊いたり山

菜を入れて雑炊にして食べていました。（次回に続く） 

 

ニコＢＯＸ 
岡田さん 吉用さんをお迎えして。 

安江会長 家内に誕生日ケーキ有難うございました。お

いしく頂きました。 

大塚さん 中川さんの顔をみたら、何となくニコBOXの用

紙に手が出ました。 

矢野さん 明日よりカンボジアに行ってきます。西南 RC

を世界に知っていただく為にがんばってきます。 

水野さん 明日から矢野さんを団長に藤野さん、鈴原さ

ん、藤田さん、水野の５名で、救急車とガレージの落成式

に行ってきます。 

吉田さん カンボジア出発の皆様、ご苦労様です。ご無事

を祈ります。 

柴田さん みなさん、よろしくお願いします。 

川原さん 名古屋市がガンの新しい治療、粒子線治療の

導入を決めました。本日早退します。 

●もうすぐ節分ですね。福がたくさんやってきますよう

に！渡邉、服部、加藤、藤野、日下、浮貝、中川、松尾、

後藤晋児（敬称略） 

●本日は「友愛例会」です。たくさんの人と有意義に語ら

いましょう！ 後藤幹事、二俣、和田（敬称略） 

本日合計 ４６，０００円 

 

２月の祝福 

誕生日 結婚記念日 

１日 松尾さんご夫人 ７日 中村さん 

４日 坂野さん １１日 大塚さん 

８日 大平さん １３日 服部さん 

１０日 池井戸さんご夫人 ２６日 中川さん 

１５日 水野さんご夫人 

１６日 森田さん 

１７日 藤田さん 

２０日 近藤さんご夫人 

２２日 長谷川千廣さん    

 

国際奉仕事業 海外クラブ提携に関する報告 

 

ゲストの吉用満洲男（ﾖｼﾓﾁ ﾏｽｵ）

様より、パラオのロータリークラブ

との接触状況等のお話をご報告戴

きました。 

（木彫りのバナーを戴きました。） 



第３回ロータリー情報ミーティング 報告 

２月３日（土） 18：00～ 名古屋クレストンホテルにて 

リーダー 吉田光一   司 会 中村昭夫 

出席者  森 孝子、大平孝道、中川雅彦 

報告（中村昭夫） 

「名古屋西南ロータリークラブに対する要望」 

１．会長及び各種委員長、副委員長の選出について 

① 会長の人事（推薦）は幹事経験より選出するのが望

ましい。 

② 委員長、副委員長は来期と連携し、今期副委員長が

来期の委員長となるのが望ましい。 

③ 国民、男女平等法を遵守し、理事、役員に最低一名

以上の女性会員を選出してはどうか。  

２．ロータリー情報ミーティングの有り方について 

今回、第3回日の会合も予定15 名なれど実出席者5名、

出席率33 . 3 ％、会員各位の総意を調査して再検討して

はどうか。  

３．春、秋の家族会の内、観劇会の出し物について 

選定を日本の伝統文化に関連するものとか、地方公演

が珍しく知的要素を含んだ評判の良いものを主に選定し

てほしい。  

４．当クラブ会員の、長期療養その他の事情による長期

欠席者の近況動向について、友愛例会その他機会のあ

るごとに、お知らせ頂きたい。 

５．新入会員並びに会員の教育の再生 

当クラブのならわし（習慣）、規則や各種委員会のなすべ

き担当業務の説明、講習を行って欲しい。 

 

☆☆次回例会のご案内☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

２月１５日（木） 第568例会  例会変更 

名古屋みなとRC合同夜間例会  

名鉄ニューグランドホテル 18：00～ 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

Rotary International WEB Site より抜粋 

2006-07年度 RI会長メッセージ ２月 

「平和な世界を築く」 

 

今から 31年前、当時バン

グラデシュにあるチッタゴ

ン大学の経済学部教授だ

ったムハマド・ユヌス氏は、

極貧の厳しい現実を知る

ことになりました。自立と

事実上の奴隷の境遇の

差は、人々が考えている

よりもずっとわずかであ

るということです。ジョブと

いう村で、彼はそれがた

った数セントの問題にす

ぎないことに気づいたのです。 

マイクロクレジットの誕生 

 竹製のいすを作っている女性と話をしているとき、ユヌ

ス氏 は、彼女が米ドルでたった 25 セントの竹の原料を、

毎朝ツケで購入していることを知りました。1 日分の手内

職に使う竹の原料に支払うわずかなお金にさえ不自由し

ている彼女たちにとって、借金を返済することなど不可

能に近いでしょう。村のあちこちで、ユヌス氏 は同じよう

な困窮ぶりを数多く見かけました。彼女たちの借金の総

額は？ 27 米ドルだったのです。そのときユヌス氏 がと

った行動は彼にとってごく自然なことでした。彼は彼女ら

の負債を支払ったのです。新しい企業家たちは高利の

借金から解放されたことでたちまち利益をあげ、彼が貸

したお金は返済されました。こうしてマイクロクレジット

（小口融資制度）は誕生したのです。 

恩恵をもたらすロータリーの仕事 

 非常に貧しい人々に小口の貸し付けを行うというアイ

デアは革命的な出来事で、革命的な結果を生み出してき

ました。2005 年だけで、１億のマイクロクレジットが 130

か国で人々を助けました。現在ロータリアンたちは、世

界各地で60を超えるマイクロクレジット・プロジェクトに関

係しています。1999 年、ユヌス氏 はシンガポールで 開

催された国際ロータリー（ＲＩ）国際大会で表彰されました。

昨年の10月には、彼はノーベル賞を受賞しました。 

マイクロクレジットの単純な原則は、ロータリーの原則で

もあるのです。ほんの小さな変化が大きな変化になるこ

とがあります。また、さほど重要だと思わない行為が、す

ばらしい結果をもたらすこともあります。バングラデシュ

の村では、わずか25 セントが、単に1ドルの 4分の１と

いう存在から、顧みられることのなかった個人や村に豊

かさをもたらし、世界を巻き込むほどの大きな意味をも

つことになったのです。 

 世界理解月間に際して、ユヌス氏の業績は、自分たち

が行っていることのそれぞれの重要性を、自分自身では

推し量ることができないことに気づかせてくれました。同

情から提供した 27 米ドルの彼の貸付金は、彼が想像し

ていたよりはるかに良い結果を導き出しました。ロータリ

ーの仕事も、新しい友情、新しいつながり、普通ならまず

あり得ないような温かい人間関係といった、私たちが想

像し得ないような恩恵を、私たちにもたらしてくれます。 

小さな親切の広がり 

 貧困は、私たちがあまりにもよく知っている通り、平和

と安定にとって途方もなく大きな障害です。ですから、寛

容からくる知的な行動、人々をより良い暮らしに導く手助

けとなるプロジェクト、これら一つひとつが希望につなが

る活動でもあるのです。私たちロータリアンは、人々に

対する愛から新しい世界が広がるという考えを共有して

います。それぞれの小さな親切が、ある人から別の人へ

と広がることによって、お互い同士をより親密にし、私た

ちが子どもたちに残してやりたいと期待するような世界

へと私たちをいざなってくれるのです。 

 私たちは、単に学校に設備を贈るとか、医療を供給す

るとか、あるいは遠隔の地域社会の井戸造りを手伝って

いるとだけ考えているかもしれません。でも本当のところ、

私たちがしているのは、より良く、より安定した、そして、

より平和な未来を築くためのお手伝いなのです。 

WILLIAM B. BOYD 

2006-07年度国際ロータリー会長 

 


